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平成 20 年９月期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 20 年２月 13 日の「平成 20 年９月期 第１四半期財務・業績の概況（非連結）」において公表いたしまし
た平成 20 年９月期（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年９月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正しましたので
お知らせいたします。 

記 
１．業績予想の修正 

（１）中間期（平成 19 年 10 月１日～平成 20 年３月 31 日）             （単位：百万円）                             

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 40,000 350 270 120 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 35,802 389 301 184 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △4,197 39 31 64 

増   減   率  （％） △10.5% 11.3% 11.7% 53.4% 

（ご参考）前中間期(平成 19 年９月期)実績 30,359 259 199 76 

（２）通期（平成 19 年 10 月１日～平成 20 年９月 30 日）              （単位：百万円）                                   

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 75,000 550 380 300 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 75,000 550 380 300 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 0 0 0 

増   減   率  （％） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

（ご参考）前期(平成 19 年９月期)実績 71,187 347 211 100 

 

２．修正の理由 

   当中間期の業績は、原油高に象徴されますように農産物・食肉等の農畜産物を含む多くの原材料価格が

高騰し、平成 20 年２月 13 日の「平成 20 年９月期 第１四半期財務・業績の概況（非連結）」において売

上高、営業利益、及び経常利益の数値を上方修正いたしましたが、農産物におきまして、当中間会計期間

の３月に船積される予定であった傭船ベースの貨物（穀物）が遅延したため、期間内に算入することがで

きず、売上高の修正を行なうものであります。又、取扱商品の高騰により単位当たりの利益額が営業利益、

経常利益の増加に寄与いたしました。当期純利益に関しましては、関連会社の北菱（香港）有限公司の出

資解消に伴う特別利益を計上したことにより増加したものであります。 
 
３．通期の見通し 

通期につきましては、サブプライムローン問題に端を発したアメリカの景気の先行き不透明感はぬぐえ 

ず、我が国の経済へ与える影響は無視できません。そのような経済環境の中、世界的な原油高、原材料高の 

影響から企業収益は減少に転じ、生活関連物資等の高騰も家庭に影響を及ぼし始めており、消費動向も大き 

く左右されると思われます。食材をメインに取り扱う当社の事業環境等を考慮した結果、通期の業績予想は 

変更せず、前回どおりとするものであります。 
以 上 

 (注)上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に
よって予想数値と異なる場合があります。 


